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まなび創造館施設管理事業

会計区分 事業類型 法定受託系

事業番号 375

平成25年度 事務事業評価シート平成25年度 事務事業評価シート平成25年度 事務事業評価シート平成25年度 事務事業評価シート
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一般会計 担当課

事務事業名

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

担当部

担当係

根拠法令・個別計画

事業期間

男女共同参画意識の高揚を図る

1

平成１２年度以前

教育文化

10

～

総合計画

分野別計画

予算区分 95

施設の維持管理及び貸し出しを行うことにより、スポーツ・体力づくり・健康増進の場として、

まなび創造館を多くの市民に利用してもらい、男女共同参画の振興を図る。

○２４年度実施内容

まなび創造館の建物（専用部分及び共用部分の一部）の施設保守点検及び保安警備業

務、環境整備業務とこれらにかかる光熱水費を含めた管理を委託した。

あさひホールの舞台機構設備、照明設備、音響設備及び舞台効果設備等を安全かつ効率

的に運用し利用者のニーズに対応するため、熟練した業者に委託した。

また、平成７年ラピオビル建設から１８年目に入り、設備及び建物の老朽化による修繕が必

要なため予算計上し、修繕を実施した。さらに２４年度は、遊具コーナーの遊具の変更やス

ポーツセンター入口にゲートを設置し、小さな子どもの安全対策を講じた。

　　【直接経費の内訳】

　　　修繕料（2,882千円）、ピアノメンテナンス等（122千円）、施設管理委託（186,694千円）

　　　舞台管理委託（8,789千円）

　　　パソコン教室用パソコン・施設管理器具・清掃用具借上（2,365千円）

　　　備品購入（175千円）、修繕負担金（31,627千円）、消耗品（388千円）

　　【その他財源の内訳】

      施設使用料、附属設備使用料（4,436千円）

　　　※単価については、小牧市まなび創造館の設置及び管理に関する条例による。
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　　　※単価については、小牧市まなび創造館の設置及び管理に関する条例による。

◎25年度実施内容

24年度と同様に実施する。

　　【直接経費の内訳】

　　　修繕料（3,170千円）、ピアノメンテナンス等（165千円）、施設管理委託（180,360千円）

　　　舞台管理委託（10,598千円）

　　　パソコン教室用パソコン・施設管理器具・清掃用具借上（2,325千円）

　　　備品購入（411千円）、修繕負担金（32,919千円）、消耗品（572千円）

　　【その他財源の内訳】

      施設使用料、附属設備使用料（4,005千円）

　　　※単価については、小牧市まなび創造館の設置及び管理に関する条例による。
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る課題

施設の老朽化に伴い、修繕負担金が増えていく可能性がある。
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学習広場では、市民ギャラリーの利用が大幅に増加した。

スポーツセンターでは、施設利用・個人利用ともに微増した。
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事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２５年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）

適切な施設管理を行い、利用者のニーズに対応しながら、安全に安心して利用してい

ただくことが必要不可欠である。
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の改善案

施設等の管理は計画的に適切な対応をしていく。

幅広い年齢層の集客と利用率アップのため、方策を検討する必要がある。
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一次評価のとおり。

施設や備品等の適切な保守管理に努める。
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方向性の判定
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施設保守点検及び保安警備が行われなくなり、施設の安全な管理ができなくなる。
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